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１．火災概況

建 物 〃 16 17 ▲ 1
林 野 〃 0 0 0
車 両 〃 4 5 ▲ 1
船 舶 〃 1 0 1
そ の 他 〃 8 10 ▲ 2

建 物 〃 4,380 47,061 ▲ 42,681
林 野 〃 0 0 0
車 両 〃 10,629 1,530 9,099
船 舶 〃 25,000 0 25,000
そ の 他 〃 6,827 90 6,737
合 計 棟 21 25 ▲ 4
全 焼 〃 1 10 ▲ 9
半 焼 〃 1 0 1
部 分 焼 〃 4 5 ▲ 1
ぼ や 〃 15 10 5
建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ 150.35 846.32 ▲ 695.97
建 物 焼 損 表 面 積 〃 47.98 130.74 ▲ 82.76
林 野 焼 損 面 積 a 0.0 0.0 0.0
死 者 人 1 0 1
負 傷 者 〃 3 6 ▲ 3
負傷者のうち３０日死者 〃 0 0 0
世 帯 数 世　帯 13 20 ▲ 7
人 員 人 25 43 ▲ 18
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出
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数

出 火 件 数

※出火率とは、人口１万人当りの出火件数をいう。▲は、減少を示す。

▲ 3

▲ 1,845

32

出 火 率

焼
損
面
積

死
傷
者

合　　　　　　　　　　計 46,836千　円

区　　　　　　　　　分

48,681

増　　　減

件

単　位 令和７年 令和６年

令和７年中の火災件数は２９件で、前年と比較すると３件減少して
います。これは約１３日に１件の割合で火災が発生したことになりま
す。

火災による死者は１人（前年０人）、負傷者は３人（前年６人）、
建物焼損棟数は２１棟（前年２５棟）、建物焼損床面積は１５０．３
５㎡（前年８４６．３２㎡）となっています。また、火災による損害
額は４６，８３６千円で、前年と比較すると１，８４５千円減少して
います。

 １



R07
車両
４件

１３．８ ％

火災種別ごとの件数をみると、建物火災が１６件（５５．２％）で全
火災の約６割を占めており、次いでその他の火災が８件(２７．６％)、
車両火災が４件（１３．８％）、船舶火災が１件（３．４％）となって
います。

２．火災種別

３．建物用途別件数

建物火災を用途別にみると、住宅火災が１０件と最も多く、建物
火災の約６割を占めています。

合計
１６件

合計
２９件

建物
１６件

５５．２％

専用住宅
９件

５６．３％

その他
３件

１８．８ ％

共同住宅
1件

6.3 ％

その他
８件

２７．６％

店舗
１件

６．３ ％

船舶
１件

３．４ ％

複合用途
１件

６．３％
工場
１件

６．３ ％

 ２



10年間の火災概況(平成25年～令和4年)
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４．月別火災件数

火災件数を月別にみると、９月、１１月（５件)が最も多く、５
月、１０月（０件）が少ない月となっています。

５．時間帯別火災件数

火災件数を時間帯別にみると、１２時(４件)が最も多く、次いで１
３時、１５時(３件)となっています。
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令和６年

計

17.2%

100%

警察電話 0.0%

6.9%2

0.0%
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8

5

48.3%

27.6%

覚知方法別

１１９（携帯電話から）

加入電話

事後聞知

0

その他

１１９（固定電話から）
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件

数

曜日

曜 日 別 火 災 件 数

６．曜日別火災件数

火災件数を曜日別にみると、水曜日（１３件）が最も多く、次いで
金曜日（６件）となっています。

７．覚知方法別火災件数

消防機関が火災を覚知した方法別にみると、携帯電話からの１１９
番通報（１４件)が約５割と多くなっています。
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1

惣開

大　島

0

宮　西 新居浜 高　津 垣　生

2 3 2 0 1

浮　島
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別　子　

金　子
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3
1
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８．校区別火災件数

校区単位での火災発生件数です。
・ 川 西 地 区 ： １３件
・ 川 東 地 区 ： ５件
・ 上 部 地 区 ： １１件
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そ の 他

発　生　件　数

ス ト ー ブ

放 火 の 疑 い

電 気 機 器

10月９月２月

た ば こ

計 １月

排 気 管

マ ッ チ

た き 火

３月 ７月

月別　

電 気 装 置

こ ん ろ

不 明

５月４月 12月

 原因別

８月６月 11月

９．月別原因別火災件数

２９件の火災を出火原因別にみると、「たばこ」が５件と最も多く、次

いで「その他」が４件となっています。

 ６



10．死傷者の発生状況

11．初期消火の状況

（７０％）
（３０％）

　９件（１００％）
　０件（０％）
　２件（１００％）

　４件（８０％）

初 期消 火なし（構成比） ８件

粉 末 消 火 器

火 災 件 数

初 期消 火実施（構成比）

実 施 件 数

屋 内 消 火 栓 設 備 ２件
水道、浴槽、汲み置き等の水をかけた ９件

そ の 他

５件
　２件（１００％）

２件

も み 消 し た １件

　１９件（９５％）合 計 ２１件

２１件

２９件

初 期 消 火 方 法

水 バ ケ ツ

有効件数（有効率）

　２件（１００％）２件

死者
１人
負傷者
３人

初期消火の状況をみると、初期消火が実施されたのは２１件で、そのうち
１９件が初期消火の効果がありました。
また、使用された初期消火器具等をみると、「水道、浴槽、汲み置き等の
水をかけた」が５件で最も多く、次いで「水バケツ」、「粉末消火器」が４件と
なっています。

火災による死傷者は令和６年中は死者０人、負傷者６人でしたが、令和７年
中は死者１人、負傷者３人となっており、比較すると負傷者は３名減少し、死者
が１人増加しています。
また、令和７年中の死傷者の内訳は、逃げ遅れ（負傷者１人/死者１名）、初
期消火（負傷者２人）となっています。

初期消火
２人

逃げ遅れ

２人

 ７



１２．１０年間の火災概況(平成２８年～令和７年)

区分 出 火 原 因
年別 （件数）

平成２８年
ストーブ、こんろ、
内燃機関、電気機器

（各２件）

平成２９年
電灯・電話等の配線、
たばこ（各４件）

平成３０年
放火の疑い、配線器具

（各３件）

令和 元 年
放火、たばこ
（各４件）

令和 ２ 年
電灯・電話等の配線、

たばこ、こんろ
（各３件）

令和 ３ 年
こんろ、放火、

放火の疑い（各５件）

令和 ４ 年 火入れ（３件）

令和 ５ 年 火入れ（４件）

令和 ６ 年 火入れ（４件）

令和 7 年 たばこ（５件）
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5 1

29 46,836 3 1

24 154,867 3 1

29 162,735 3

2

40 178,162 5 1

33 170,950

件 数 損 害 額 負 傷 者 死 者

30 22,590

（件） （千円） （人） （人）

1

27,765 6

36 67,322 6

3

8

2

27

32 48,681 6 0

48,44729 16

22,590
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170,950
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損害額 件数

（件）（

※平成３０年から令和３年については、工場内で発生した火災により損害額が増加

（千円）
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１．救急活動状況 

（１）地区別救急出動件数の推移 

令和 7 年における救急業務の実施状況は、出動件数が 6,845 件で 1 日の平均

が約 18.8 件出動していることになります。その内、医療機関等へ搬送された人

員の数は 6,418 人でした。昨年と比べると出動件数は 59 件増加し、搬送人員も

49 人増加しました。出動件数については、過去最高件数であった令和 6 年を上

回り、令和 3年以降、出動件数は増加の一途を辿っています。 

 

 

（２）事故種別・年齢区分別搬送人員 

搬送人員を事故種別ごとにみると、急病が 4,114 人（64.1％）、交通事故が 452

人（7.0％）、一般負傷が 1,097 人（17.1％）、その他が 755 人（11.8％）の割合

となっています。急病の占める割合が高いことがうかがえます。 

また年齢区分は新生児が 33 人（0.5％）、乳幼児が 281 人（4.4％）、少年が 232

人（3.6％）、成人が 1,645 人（25.6％）、高齢者が 4,227 人（65.9％）の割合と

なっており、高齢者の割合が半数以上を占めることがうかがえます。 

 

 

（３）事故種別救急活動状況 

      令和 7 年中の救急出動件数のうち、事故種別でみると、急病が 4,404 件と最

多で、一般負傷（1,137 件）、交通事故（479 件）となっています。また、月ごと

にみると急病は 1月が最多（510 件）、一般負傷は 10 月が最多（131 件）、交通事

故は 12 月が最多（60 件）となっています。 

 



年

地区

川西地区 1,685 2,044 2,165 2,173 2,241

上部地区 2,361 2,690 2,838 2,903 2,930

川東地区 1,288 1,522 1,677 1,704 1,669

市外 3 2 6 5

合計 5,334 6,259 6,682 6,786 6,845

年齢区分

事故種別

急病 3 184 129 961 2,837 4,114

交通 9 46 223 174 452

一般負傷 69 31 176 821 1,097

その他 30 19 26 285 395 755

合計 33 281 232 1,645 4,227 6,418

（１）地区別救急出動件数の推移

新生児 乳幼児 少年 高齢者 計

(２)事故種別・年齢区分別搬送人員 （令和7年）

成人

令和6年令和3年 令和4年 令和5年 令和7年

0
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3000

3500

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

川西地区 上部地区 川東地区 市外
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 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12

6,845 737 532 599 532 472 557 589 597 528 574 543 585

6,418 686 495 561 496 448 516 543 557 506 551 506 553

出動件数 3 1 1 1

搬送人員 2 1 1

出動件数

搬送人員

出動件数 1 1

搬送人員

出動件数 479 35 28 38 41 31 43 45 45 31 37 45 60

搬送人員 452 36 28 35 41 31 39 42 36 32 33 42 57

出動件数 42 4 6 1 5 3 1 5 4 6 1 1 5

搬送人員 42 4 6 1 5 3 1 5 4 6 1 1 5

出動件数 18 1 1 2 3 3 1 1 2 1 1 2

搬送人員 18 1 1 2 3 3 1 1 2 1 1 2

出動件数 1,137 103 87 94 85 79 92 82 86 88 131 107 103

搬送人員 1,097 102 82 90 82 77 86 79 82 86 129 101 101

出動件数 14 2 2 2 2 1 1 1 2 1

搬送人員 14 2 2 2 2 1 1 2 2

出動件数 51 1 3 4 3 1 4 9 5 2 6 5 8

搬送人員 39 1 3 4 1 3 6 4 2 6 4 5

出動件数 4,404 510 358 400 340 299 346 381 408 356 332 333 341

搬送人員 4,114 465 330 374 315 280 322 355 386 335 318 311 323

出動件数 696 80 49 58 55 54 67 64 46 43 64 49 67

搬送人員 640 74 45 53 49 52 61 54 42 42 61 45 62

合計

急病

出動件数

搬送人員

火災

自然
災害

水難

交通
事故

（３）　事　故　種　別　救　急  活　動　状　況

月 別

その他

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害

(令和7年）

自損
行為
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　救急車の出動件数が増えることで、救急車が現場に到着するまでに要する時間も伸びてきてお

り、一刻を争う事態が発生したとき、救急車の到着が遅れてしまうおそれがあります。

　えひめ救急電話相談（＃7119）を使っていただくことで、緊急性の高い傷病者の元にいち早く

救急隊が駆けつけることができるようになります。

（詳細は、下記のホームページをご参照ください）

①えひめ救急電話相談「＃7119」について
https://www.pref.ehime.jp/h15300/23syoubou/7119.h
tml

②愛媛県子ども医療相談「＃8000」について
https://www.pref.ehime.jp/h20150/kyukyu_syoni/syo
nikyukyu.html

③総務省消防庁「Q助」案内サイト
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropr
iate/appropriate003.html

　応急手当に関する正しい知識と技術の普及を目的とし、新居浜市では普通救命講習、救命入門

コース、一般救急講習を行っています。

　令和7年

・普通救命講習（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）　　　実施：18回、受講者：410人

・救命入門コース（1時間30分程度） 実施：23回、受講者：525人

・一般救急講習（1時間未満）　　　　　 実施：98回、受講者：4,121人

２．応急手当普及啓発活動

３．救急車適正利用のお願い

４．救急支援情報サービス

（令和7年）
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救　　助 　

　１．救助概況
　２．救助活動状況
　３．救助統計
　４．過去５年間の救助概況
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１．救助概況 
 

   令和７年中の救助出動件数は３６件、活動件数は１９件となっており、前年と比較すると、

出動件数は７件の増加、活動件数は３件の減少となっています。また、救助人員は２２人と

なっており、１人減少しております。 

  
 

２．救助活動状況 
  

（１）事故種別出動件数・活動件数・救助人員 （表－１） 

  救助出動件数は、３６件であり、その内訳は、火災（建物）１件、交通事故１９件、水難事

故２件、機械による事故１件、その他の事故１３件となっています。 

    活動件数は、１９件となっており、火災（建物）１件、交通事故７件、水難事故１件、機械

による事故１件、その他の事故９件となっています。 

    救助人員は、２２人となっており、火災（建物）１人、交通事故１０人、水難事故１人、機械

による事故１人、その他の事故９人となっています。 

 

（２）事故種別出動人員・活動人員（表－２） 

   総出動人員は、５６５人で、１件の事故に対する平均出動人員は１５．７人（うち救助隊員

５．１人）となっています。 

   総活動人員は、２０９人で、１件の事故に対する平均活動人員は１１人（うち救助隊員４．

６人）となっています。 

 

（３）事故種別出動車両等台数（表－３） 

   出動車両は、救助工作車３２台、消防ポンプ自動車４４台、指揮車・指令車２８台、救急

自動車４５台、その他２１台で、総出動車両は１７０台であり、火災（建物）８台、交通事故８６

台、水難事故１３台、機械による事故２台、その他の事故６１台となっています。 

 

（４）事故種別活動車両等台数（表－４） 

   活動車両は、救助工作車１７台、消防ポンプ自動車１６台、指揮車・指令車９台、救急自

動車１２台、その他７台で、総活動車両は６１台であり、火災（建物）８台、交通事故２４台、

水難事故１台、機械による事故１台、その他の事故２７台となっています。 

 



1 19 2 1 13 36

1 7 1 1 9 19

1 10 1 1 9 22

12 80 9 3 79 183

14 117 24 1 90 246

3 90 4 3 36 136

29 287 37 7 205 565

12 27 2 3 43 87

14 32 1 39 86

3 21 12 36

29 80 2 4 94 209

1 19 2 1 9 32

3 20 2 19 44

1 16 2 9 28

1 30 1 1 12 45

2 1 6 12 21

8 86 13 2 61 170

1 6 1 1 8 17

3 6 7 16

1 4 4 9

1 7 4 12

2 1 4 7

8 24 1 1 27 61

15

破裂事故
その他
の事故 合　計

件数区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年中）

　表－１　　　　　　　　　　　　　事故種別出動件数活動件数
事故種別

火　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械
による事故

建物等
による事故

ガス及び
酸欠事故

建物等
による事故

ガス及び
酸欠事故

破裂事故
その他
の事故 合　計

件数区分

出　動　件　数

活　動　件　数

救　助　人　員

　表－２　　　　　　　　　　　　　事故種別出動人員活動人員
事故種別

火　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械
による事故

出
動
人
員

兼任救助隊員

消　防　隊　員

救　急　隊　員

合　　　　　計

活
動
人
員

兼任救助隊員

消　防　隊　員

救　急　隊　員

合　　　　　計

　表－３　　　　　　　　　　　　　事故種別出動車両等台数
事故種別

火　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械
による事故

建物等
による事故

ガス及び
酸欠事故

破裂事故
その他
の事故 合　計

件数区分

ガス及び
酸欠事故

破裂事故
その他
の事故

合　計

船　　　　　舶

ヘリコプター

そ　　　の　　　他

合　　　　　計

　表－４　　　　　　　　　　　　　事故種別活動車両等台数
事故種別

火　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

件数区分

出
 

動
 

車
 

両
 

等

救 助 工 作 車

消防ポンプ自動車

梯子車・屈折梯子車

化　　　学　　車

指揮車・指令車

救 急 自 動 車

機械
による事故

建物等
による事故

活
 

動
 

車
 

両
 

等

救 助 工 作 車

消防ポンプ自動車

梯子車・屈折梯子車

化　　　学　　車

指揮車・指令車

救 急 自 動 車

船　　　　　舶

ヘリコプター

そ　　　の　　　他

合　　　　　計

３．救助統計
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年別
令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

区分

1

交　　　　通 9 19 13 11 19

火　　　　災

水　　　　難 2 3 2 2

16 14

合　　　　計 24 37 32 29 36

そ 　の　 他 15 16 16

活
動
件
数

火　　　　災 1

交　　　　通

出
動
件
数

7 9 5 8 7

水　　　　難 2 2 2

合　　　　計 19 25 20 22 19

1

そ 　の　 他 12 14 13 12 10

1

交　　　　通 7 10 6 9 10救
助
人
員

火　　　　災

水　　　　難 7 2

合　　　　計 19 36 23 23 22

2 1

そ 　の　 他 12 19 15 12 10

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

火 災 0 0 0 0 1

交通事故 9 19 13 11 19

水難事故 0 2 3 2 2

その他 15 16 16 16 14

0 0 0 0
1

9

19

13

11

19

0

2
3

2 2

15
16 16 16

14

（件数） 事故種別出動件数

４．過去５年間の救助概況


